
力学系理論に基づくリアルタイム河川水位予測の実用化に向けて 

 

（株）構造計画研究所  正会員 ○熊井 暖陽 

東京大学生産技術研究所  正会員  奥野 峻也 

（株）構造計画研究所  正会員  戸井  隆 

 

１．目的  

 昨年の九州北部豪雨で発生した洪水による被害を契

機に、中小河川に対する水防体制の強化が自治体の課

題となっている。現在、避難勧告等の発令の目安は各基

準水位観測所における「氾濫危険水位」の超過とされて

いる。しかし、近年は短時間強雨の増加に伴い、急激な

水位上昇が観測されており、水位が上昇した危険な状

況での避難や、逃げ遅れるケースも発生している。一方

で、空振りを恐れず避難勧告等が頻繁に発令される状

況が続けば、住民の避難行動の減少に結びつく可能性

も指摘されている 1。そこで、我々は水防体制の的確な

判断支援として、力学系理論に基づく水位予測 23 の活

用を目指している。本手法は、河川水位と観測雨量およ

び予報雨量のみから簡便に河川水位を予測可能であり、

水文情報に乏しい中小河川を含む多くの河川への適用

が考えられる。本研究では、2018 年雨期に実施予定で

ある試験運用に向けた予測手法の精度検証を目的とし、

過去の洪水に対し予測を実施した。 

２．予測対象地点  

 下記地点に対し 6時間先までの水位予測を実施した。 

２．１ 白川水系白川 

 平成 24年 7月九州北部豪雨時の熊本県白川を対象と

した。予測には水文水質データベース 4 より取得した、

2001 年以降の予測対象地点（陣内）の水位および周辺

10 箇所の地上雨量の 1 時間値を用いた（図 1上）。 

２．２ 利根川水系広瀬川 

 平成 29年 10月台風 21号時の群馬県広瀬川を対象と

した。予測には伊勢崎市より提供頂いた、2008 年以降

の予測対象地点（下武士）の水位および周辺 3箇所の地

上雨量と、5箇所の水位の 1時間値を用いた（図 1中）。 

２．３ 二級水系境川 

 平成 28年 8月台風 9号時の神奈川県境川を対象とし

た。予測には神奈川県河川課より提供頂いた、2007 年

以降の予測対象地点（幸延寺橋）の水位および周辺 6箇

所の地上雨量の 1時間値を用いた（図 1下）。 

３．データ概要  

 予測に用いる水位データの概要を表 1 に示す。広瀬

川と境川については、十分な学習データを確保するた

め既往 2 番目の水位上昇事例を予測対象とした。なお

本研究では、予測手法そのものの妥当性を議論するた

め、雨量は完全予測モデルを仮定し、6 時間後までの雨

量の実績値を予測値として利用可能なものとした。 

表 1 水位データの概要 

 白川 陣内 広瀬川 下武士 境川 幸延寺橋 

学習洪水数 17 洪水 20 洪水 15 洪水 

学習時 最高水位 5.92 m 4.20 m 4.01 m 

予測時 最高水位 7.95 m 3.70 m 3.00 m 

 

図 1 水位予測地点と周辺雨量計および水位計の位置 
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４．6時間先までの水位予測結果  

 白川（図 2）、広瀬川（図 3）、境川（図 4）に対して、

赤線で示す 6時間先までの予測は観測値（黒丸）を良好

に予測した。また、予測への寄与率が高い上位 5 地点は

各予測地点の流域特性が反映され、白川（図 5）では上

流雨量が、広瀬川（図 6）では上流水位が、境川（図 7）

では予測地点の水位履歴と周辺の雨量の割合が大きい。

これより、異なる流域特性を持つ河川に対しても本手

法が妥当な予測を与えることが示された。 

 

図 2 白川 平成 24年九州北部豪雨における 6時間先予測 

 

図 3 広瀬川平成 29年 10月台風 21号における 6時間先予測 

 

図 4 境川 平成 28年 8月台風 9号における 6時間先予測 

 

図 5 白川 予測の各変数への埋め込み割合（上位 5地点） 

 

図 6 広瀬川 予測の各変数への埋め込み割合（上位 5地点） 

 

図 7 境川 予測の各変数への埋め込み割合（上位 5地点） 

５．予測に用いる雨量の検討  

 本手法は過去データの蓄積が不可欠であるが、地上

雨量は欠測も多く、学習データの不足は予測精度の低

下に繋がる。そこで、雨量データに 2006年以降の気象

庁提供 1km メッシュ解析雨量 6 の利用を検討した。地

上雨量観測地点の周辺 3km 四方を平均した解析雨量を

用いて予測した場合（図 8）、地上雨量を用いた予測（図 

2）と概ね同等の結果が得られた。解析雨量を用いるこ

とで、地上雨量データに依存せず予測が可能であると

言える。また雨量計の位置に依らず任意地点の雨量を

利用できることから、適切な特徴選択によりさらなる

精度の向上が見込める。 

 

図 8 白川 解析雨量（3km四方平均）を用いた予測 

６．結論  

 本研究では、3 河川を対象に力学系理論に基づく水位

予測を実施し、過去の洪水に対し良好な予測結果が得

られた。今後の課題として、予測雨量による誤差を含め

た、実運用時の精度確認等が挙げられる。 
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